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・第８回任意合併協議会の内容

報告 地域自治について

「各種事務事業の取扱い」調整方針一覧

・新市将来構想について

・信濃くんのちょっと質問！⑦

発行：長岡地域任意合併協議会
編集：長岡地域任意合併協議会事務局

新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
（
以
下
「
小
委
員
会
」
と

い
い
ま
す
。）
で
は
、
第
８
回
の
協
議
会
で
報
告
し
た
新
市
将

来
構
想
の
素
案
を
ま
と
め
る
ま
で
に
、
延
べ
11
回
の
会
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
会
議
の
ほ
か
に
も
、
住
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
、
有
識
者

に
意
見
を
求
め
た
り
、
各
市
町
村
の
企
画
担
当
者
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
し
て
、
８
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
の
「
合
併
後
の
新
市
へ
の
思
い
」
を
集
約
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
小
委
員
会
で
は
、
将
来
構
想
の
内
容
に
つ

い
て
調
整
作
業
を
行
い
、
次
回
の
協
議
会
に
は
構
想
書
（
案
）

を
作
成
し
提
出
し
ま
す
。
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９
月
３
日
に
長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

で
第
８
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
い
ま
す
。）
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
新
市
将
来
構
想
の
素
案
と
市
町
村
長
に
よ
る
地

域
自
治
研
究
会
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
、

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
傍
聴
に
は
、
約
60
名
の
方
が
来
場
し
、
合
併
協

議
へ
の
関
心
が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
次
回
の
第
９
回
協
議
会
が
、
任
意
合
併
協

議
会
と
し
て
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
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○と き 10月７日á 午後３時から

○ところ 長岡グランドホテル
（長岡市東坂之上町１丁目）

○受 付 午後２時30分から
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米
ど
こ
ろ
長
岡
地
域
も
実
り
の
秋
を
迎
え
て
、
稲
作
農

家
の
皆
さ
ん
は
稲
刈
り
で
忙
し
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
夏
の
天
候
が
悪
く
稲
の
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
収
穫
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
任
意
合

併
協
議
会
も
終
盤
と
な
り
、
米
の
収
穫
の
よ
う
に
、
実
り

あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
事
務
局
と
し
て
も
一
生
懸
命
に
資

料
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
一
面
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
次
回
第
９
回

が
任
意
合
併
協
議
会
と
し
て
最
後
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
は
協
議
会
報
告
書
の
概
要
版
を
作
成
し
て
皆
さ
ん
に
お

配
り
す
る
た
め
、「
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
は
今
回
第

８
号
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
と
ら
え
て
、
合
併
の
情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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協
議
会
・
小
委
員
会
な
ど
の
内
容
は
、
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
・
ご
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は
こ
ち
ら
←

じ
ゃ
あ
「
法
定
協
議
会
」
と
「
任
意
協
議

会
」
と
で
は
、
何
が
ど
う
違
う
ん
で
す
か
？

協
議
の
内
容
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
差

は
な
く
、
い
ず
れ
も
合
併
の
是
非
を
判
断
す

る
場
な
ん
だ
。
一
般
的
に
は
、「
任
意
協
議
会
」

は
「
法
定
協
議
会
」
の
前
段
的
な
調
整
・
検

討
を
行
う
組
織
と
さ
れ
て
い
る
し
、「
法
定
協

議
会
」
は
合
併
後
の
計
画
を
作
成
し
た
り
合

併
の
実
務
的
な
調
整
を
し
た
り
す
る
組
織
と

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
前
者
は
「
合
併
の
判
断

材
料
を
作
る
場
」、
後
者
は
「
そ
れ
を
基
に
判

断
し
て
合
併
の
手
続
き
を
行
う
場
」
と
い
う

こ
と
か
な
。

そ
の
「
法
定
協
議
会
」
で
の
話
し
合
い
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
ん
で
す
か
？
初
め

か
ら
協
議
を
や
り
直
す
ん
で
す
か
？

長
岡
地
域
の
場
合
は
、
ま
ず
「
任
意
協
議

会
」
で
協
議
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
を
再
確

認
し
た
り
、
任
意
協
議
会
で
決
定
に
至
ら
な

か
っ
た
事
項
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
決
定
し
た

り
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
ね
。

そ
れ
か
ら
「
新
市
の
建
設
計
画
」
と
い
う

計
画
も
作
る
ん
だ
。
こ
れ
は
、
任
意
協
議
会

で
作
っ
て
い
る
「
新
市
将
来
構
想
」
を
基
に

し
て
、
ど
う
い
う
施
設
を
作
る
か
や
、
ど
う

い
う
事
業
を
実
施
す
る
か
な
ど
を
具
体
的
に

盛
り
込
ん
だ
計
画
の
こ
と
な
ん
だ
。

あ
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
に
つ
い
て

も
、
任
意
協
議
会
か
ら
引
き
続
い
て
作
業
が

行
わ
れ
る
か
ら
、
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

変
化
も
わ
か
っ
て
く
る
と
思
う
よ
。

今
、
こ
の
長
岡
地
域
は
８
市
町
村
が
集
ま

っ
て
、
中
核
市
を
目
指
し
て
任
意
協
議
会
を

続
け
て
き
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
法
定
協
議

会
も
８
市
町
村
す
べ
て
が
参
加
し
て
、
み
ん

な
で
よ
い
ま
ち
を
作
り
た
い
も
ん
だ
ね
。

先
生
！
こ
の
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会

も
大
詰
め
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
後
の
合
併

協
議
は
ど
う
進
む
ん
で
す
か
？

そ
う
だ
ね
。
各
市
町
村
の
予
定
を
見
て
み

る
と
、
協
議
会
の
結
果
を
も
と
に
住
民
説
明

会
を
開
く
と
こ
ろ
や
、
直
接
住
民
に
投
票
や

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
聞
く
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
だ
ね
。

な
る
ほ
ど
。
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

住
民
に
協
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
し

て
、
住
民
が
合
併
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
意
見
を
聞
い
た
り
、
合
併
の
疑
問
や

質
問
に
答
え
た
り
す
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
、
合
併
は
住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る

こ
と
が
重
要
だ
か
ら
、
各
市
町
村
は
合
併
し

た
場
合
の
効
果
や
課
題
、
そ
し
て
ど
の
よ
う

な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
す
る
か
を
住
民
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
。

つ
ま
り
、
僕
た
ち
住
民
一
人
一
人
が
よ
く

考
え
て
判
断
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
こ
と

で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
そ
し
て
、
各
市
町

村
の
議
会
で
、「
任
意
協
議
会
」
の
次
の
段
階

で
あ
る
「
法
定
協
議
会
」
へ
の
参
加
の
是
非

を
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。

KKK
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合併は、地方分権のもと新たなまちづくり
や住民福祉の向上を図るための有効な手段で
す。地域特性を生かした中核市の実現に向け
議論が深まりますよう、県としても積極的に
支援していきます。

今回は、学識経験者の立場から任意協議会にご参加いただいている３名を紹介します。HIJWXYZ[\]^ _HIJWXYZ[\]^ _HIJWXYZ[\]^ _

45¶`}aÝ:4�a4
b c d UV

やがて生まれる８市町村の市民の「夢」と「期
待」は美しい歌を聴く思いがします。歴史・文
化を通してかけがえのない共通の財産が新しい
市を創りあげる。新市民の心からの願いにどう
答えうるか、協議会の責任は重いと感じます。

e�fKghij��4
k l m n UV

協議会では真剣に地域を思う本音の議論が
行われており大変感心しています。新潟市が
大きくなり一極集中になるとの恐れに対し、
合併による新長岡市への期待は大きいと感じ
ます。
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さまざまな人々の声を聞きながら構築してきました新市将来構想は、新市で共有していく４つのpqwx��Ö»¼で構成しています。
それぞれのpqwx��Ö»¼を高めるために、新市全体で重点的に取り組む課題として「見極める」・「発信する」・「育てる」の観点から��*���
を整理し、さらに各地域で資源を生かして取り組む活動としてのwx�h, ¡✁ú��やpqØ✂#✄��m, の具体的な方向性をまとめました。

※ 『新市全体で取り組む活動』や『地域別の活動方針と展開（地域の夢）』は，ホームページの小委員会資料をご覧ください。

《
４
つ
の
新
市
地
域
ら
し
さ
価
値
の
共
通
要
素
》

●

全
て
の
も
の
を
生
み
出
す
誠
実
な
人
間
パ
ワ
ー

●

人
材
育
成
の
精
神

歴
史
と
実
績

「
人
・
ヒ
ト
」
は
「
財
・
タ
カ
ラ
」

◆新市統合ビジョン◆
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第
８
回
の
協
議
会
を
９
月
３
日
に
開
催
し
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
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a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k
l
m
n

８
月
10
日
に
越
路
町
と
三
島
町
で
町
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
委
員
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
。

・
越
路
町
議
会
代
表

伊
佐

文
也
（
議
会
議
員
）

・
三
島
町
議
会
代
表

小
方

保
（
議
会
議
員
）

o
p
q
r
s
t
u
k
l
m
n

豊
口
小
委
員
会
委
員
長
か
ら
小
委
員
会
で
の
協
議

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
事
務
局
か

ら
将
来
構
想
の
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た

（
３
頁
参
照
）。

v
w
x
y
z
k
l
m
n

８
月
20
日
に
行
っ
た
地
域
自
治
研
究
会
で
合
意
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
（
下
記
参
照
）。
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「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

第
３
回
と
第
４
回
の
協
議
会
で
協
議
し
た
17
項
目

に
つ
い
て
、
そ
の
際
の
意
見
や
財
政
試
算
を
考
慮
し
、

再
度
各
分
科
会
で
総
合
的
に
検
討
し
修
正
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
協
議
に
お
い
て
、
下
記
の
一
覧
表
の

と
お
り
最
終
の
調
整
方
針
と
し
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
自
治
研
究
会
で
合
意
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
�
�
h
�
�

長
岡
市
以
外
の
旧
市
町
村
単
位
に
支

所
を
設
置
す
る
。

○
�
�
�
�
�
h
�
�①

支
所
の
業
務

・
住
民
サ
ー
ビ
ス

・
地
域
固
有
業
務（
地
域
振
興
業
務
）

②
本
庁
の
業
務

・
市
全
体
に
係
る
施
策
の
企
画
立
案

・
管
理
部
門

・
支
所
で
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
機
能

・
支
所
間
の
総
合
調
整

○
�
�
h
�
�

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門

《
例
》
各
種
証
明
書
発
行
、
福
祉
、
健
康
、

教
育
、
環
境
等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、

道
路
補
修
等

②
地
域
振
興
部
門

《
例
》
各
支
所
の
業
務
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
地
域
産
業
、
地
域
福
祉
、
地
域

除
雪
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の

セ
ク
シ
ョ
ン
を
置
く
。

○
�
�
h
�
�

支
所
長
は
、
地
域
固
有
業
務
に
係
る

予
算
要
求
権
限
、
予
算
執
行
権
限
及
び

事
務
執
行
権
限
を
有
す
る
。

○
�
�
h
�
�

当
該
地
域
の
事
業
実
施
に
必
要
な
予

算
を
有
す
る
。

○
�
h
�

長
岡
市
以
外
の
旧
市
町
村
単
位
に
、

地
域
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
。

地
域
振
興
基
金
を
造
成
し
、
運
用
益

を
地
域
ご
と
に
分
け
、
地
域
の
裁
量
で

執
行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

項 目 名 調 整 方 針 調 整 方 針 の 詳 細

１ 国民健康保険料（税） 合併後に統一する。 ２年間不均一賦課を実施し、平成19年度からほぼ平均的（加重平均）保険料額の水準に統一する。

２ 介護保険料 合併後に統一する。 平成21年度から、一律の保険料に統一する。

３ 病院・診療所 現行どおりとする。

４ 福祉タクシー 合併時に統一する。 最高水準の長岡市の制度に統一する。

５ 乳幼児の医療費助成 合併時に統一する。
助成対象範囲は、最高水準の山古志村、小国町の制度に統一する。
ただし、入院時食事療養費の助成は、市町村民税非課税世帯とする。

６
保育料
（認可保育所保育料）

合併後に統一する。
平成17年度から段階的に統一を進め、平成19年度に平均保育料の水準に統一する。
所得階層区分は、平成17年度から統一する。

７ ごみの収集 合併後に統一する。 ごみの分別収集体制が、最も充実している長岡市の制度に統一する。

８
中小企業振興資金
（普通貸付）

合併後に統一する。
平成20年度を目途に長岡市の制度を基盤として再編する。
なお、再編するまでは、現行制度をそのまま実施し、制度未実施の市町村は長岡市の制度を適用する。

９
土地改良事業補助金
（市町村単独事業）

合併時に統一する。
長岡市の制度に、地域特性を考慮した要綱、要領等を整備する。
ただし、対象事業の最小基準が特定個人財産の利益となるような要件を排除し、補助事業として適正な
採択基準を策定する。

10 生活路線バス 現行どおりとする。

11
雪対策
（道路除雪・消雪パイプ）

〈道路除雪の基準等〉
現行どおりとする。

全市町村で実施している「積雪10㎝以上」を一律の除雪車出動基準にするとともに、全市早朝除雪を基
本とする。
なお、日中・深夜除雪については、地域の実情に応じて実施する。

〈消雪パイプに係る施策〉
当分の間
現行どおりとする。

消雪パイプの施策は、各市町村の取組みに歴史的経緯があり、設置や維持管理、電気料等において行政
と地元の負担関係に著しい相違があるため、当分の間現行どおりとする。
合併後、受益者負担のあり方や消雪パイプの設置が不可能な地域とのサービスバランス、地盤沈下等に
ついて検討し、極端なサービス低下や財政負担の著しい増加を招かない方向で、期間をかけて調整する。

12
遠距離通学児童・生徒の
通学費助成

当分の間
現行どおりとする。

合併後の補助制度は、大きな不公平が生じないよう期間をかけて見直しを行う。

13 就学援助・奨励費補助事業 合併時に統一する。 最高水準の長岡市の制度に統一する。

14 消防団 合併後に統一する。

合併時の消防団の組織は、現行のまま８個消防団とするが、意志統一、融合が図られた段階で順次統合
する。
消防団員の年報酬額及び出動費用弁償額は、長岡市消防団に統一する。
消防団員への支給品及び貸与品等は、消防庁の基準等に統一するが、当分の間は現行のままとし、計画
的に作業服等の更新を図る。

15 下水道使用料 合併後に統一する。 適当な期間を経過した後に統一する。

16 水道料金 合併後に統一する。 平成17年度以降３年から５年を目途に統一する。

17 ガス料金 合併後に統一する。 平成17年度以降３年から５年を目途に統一する。
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